




























『読史方輿紀要』は顧祖馬（1631 ～ 1692 年）
によって清朝初期の 1678 年に完成された 130 巻
に及ぶ地理書であり、 r天下郡国利病書』も顧炎
武 (1613 ～ 1682 年）が清朝初期にまとめた地
理書である。半一氏が東亜同文書院から贈られた
ものは共に光緒二十七年 (1901 （明治 34）年）に
図書集成局から刊行されたものである（写真 3 、
写真 4 ）。ただし、『読史方興紀要』は 32 冊に、




















写真 1 『読史方輿紀要』 と 『天下郡国利病容』 が収められた木箱
写真2 木箱の裏面
330 
20 1 0 年度に寄贈された資料の紹介
写真3 『天下郡国利病容』 （左）と 『読史方輿紀要』 （右） の一部分
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写真4 『読史方輿紀要』 第一巻の中表紙（左）とその裏側（右）
